
天
龍
寺（
瀬
田
）

　

明
智
城
跡
の
ふ
も
と
に
あ
り
、
光
秀
の

位
牌
が
あ
り
ま
す
。
明
智
氏
代
々
の
墓

所
が
あ
り
、
毎
年
６
月
に
は
明
智
城
址
保

存
会
に
よ
る
光
秀
の
供
養
祭
が
行
わ
れ
ま

す
。
今
年
の
開
催
は
６
月
９
日
で
す
。

山
城
で
可
児
市
の
魅
力
を
発
信

　

市
内
に
は
明
智
城
跡
の
他
、
国
史
跡
の

美
濃
金
山
城
跡
や
城
の
遺
構
が
明
確
に
残

る
久
々
利
城
跡
な
ど
全
10
カ
所
の
山
城
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
山
城
を
活
用
し
、

可
児
市
の
観
光
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

の
計
画
を
平
成
28
年
に
策
定
。
山
城
の
魅

力
を
市
内
外
に
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

一
見
た
だ
の
山
や
丘
に
見
え
る
よ
う
な
山

城
で
す
が
、
今
で
は
気
軽
に
散
策
す
る
こ

と
も
で
き
る
な
ど
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
整
備
を

進
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
も
あ

り
、
山
城
を
舞
台
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
山

城
に
行
こ
う
」
に
は
全
国
か
ら
も
多
数
の

参
加
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
市
の
観
光
拠
点
と
し
て
整
備
し
た

兼
山
に
あ
る
観
光
交
流
館
も
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
期
間
中
に
は
、
多
く
の
来
場
者

が
あ
り
ま
し
た
。
可
児
市
の
山
城
の
魅
力

が
少
し
ず
つ
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

3 広報かに  2018.6

明智城跡の位置図

市制施行時、明智光秀にちなんで改名した
明智駅

時を超え 桔 花ゆかし 可児の里（明智一族絵物語）
可児市文化創造センター・アーラ蔵（内田青虹寄贈）

明智城の歴史を記します

のぼり旗で地元も盛り上がります

可児市の名前をたくさんの人に知ってもらえる
チャンス

この機会を逃さず、地域が潤うような動きが出
てくることに期待

NHKの連続テレビドラマ小説「半分、青い。」の
関連グッズがあるように、光秀に関連するお土
産などがあると良い

明智駅

２
０
２
０
年
の
大
河
ド
ラ
マ
に
注
目

　

２
０
２
０
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に

決
ま
っ
た
「
麒
麟
が
く
る
」。
そ
の
主
人
公

は
戦
国
時
代
の
武
将
で
、「
本
能
寺
の
変
」

で
織
田
信
長
を
討
っ
た
明
智
光
秀
で
す
。

光
秀
は
可
児
市
で
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
、

そ
の
生
涯
は
謎
に
包
ま
れ
た
部
分
も
多
い

の
で
す
が
、
ド
ラ
マ
で
は
ど
の
よ
う
に
描

か
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
市
内
に
存
在
す

る
光
秀
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
し
ま
す
。

明
智
城（
長
山
城
）跡（
瀬
田
）

　

光
秀
が
生
ま
れ
、
落
城
す
る
ま
で
の
間

城
主
を
務
め
た
と
さ
れ
る
お
城
で
す
。
南

北
朝
時
代
の
初
め
に
築
か
れ
、
光
秀
ま
で

の
約
２
０
０
年
間
に
わ
た
り
明
智
一
族
の

居
城
で
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
自
然
の
地

形
を
利
用
し
た
典
型
的
な
中
世
の
山
城
で

す
。
標
高
１
７
０
ｍ
の
低
い
丘
陵
頂
部
の

平
坦
地
を
本
丸
と
し
、
尾
根
続
き
の
丘
陵

支
脈
頂
部
に
出
丸
や
見
張
台
が
設
け
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

2広報かに  2018.6

明智城跡の大手門

ある日の可児さん一家

おーい、次の次の大河
ドラマは「麒麟がく
る」というのになったそ
うだぞ。楽しみだなぁ。

え!? キリン？？？
大河ドラマなのに、動
物が主人公っていう
のも変わってるねぇ。

首の長い動物のキリン
じゃないよ。「麒麟」って
あのビールに描かれて
いるもののことだよね。

それはそうなんだけど、麒麟っていうのは・・・・・
きりん【麒麟】とは（広辞苑引用）

①中国で聖人の出る前に現れると称する想像上の動物。形は鹿に似て大きく、尾は牛に、

蹄は馬に似、背毛は五彩で毛は黄色。頭上に肉に包まれた角がある。生草を踏まず

生物を食わないという。一角獣。

②最も傑出した人物のたとえ。

③ウシ目キリン科の哺乳類。

　麒麟は徳のある人のところに来るといわれるから、「もしかすると」光秀は
自分のところに麒麟がくると信じ、天下を取ろうとしたのかもしれないね。

麒麟がくる！？
２０２０年のＮＨＫ大河ドラマが「麒麟がくる」に決まりました。主人公は
可児市で生まれたといわれる戦国武将・明智光秀です。ドラマの展開は明
らかにされていませんが、光秀と可児市との関わりを紹介します。
 問合先　総合政策課

２
０
２
０
年
の
大
河
ド
ラ
マ
に
注
目

２
０
２
０
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に

決
ま
っ
た
「
麒
麟
が
く
る
」。
そ
の
主
人
公

は
戦
国
時
代
の
武
将
で
、「
本
能
寺
の
変
」

で
織
田
信
長
を
討
っ
た
明
智
光
秀
で
す
。

光
秀
は
可
児
市
で
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
、

そ
の
生
涯
は
謎
に
包
ま
れ
た
部
分
も
多
い

の
で
す
が
、
ド
ラ
マ
で
は
ど
の
よ
う
に
描

か
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
市
内
に
存
在
す

る
光
秀
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
し
ま
す
。

明
智
城（
長
山
城
）跡（
瀬
田
）

光
秀
が
生
ま
れ
、
落
城
す
る
ま
で
の
間

城
主
を
務
め
た
と
さ
れ
る
お
城
で
す
。
南

北
朝
時
代
の
初
め
に
築
か
れ
、
光
秀
ま
で

の
約
２
０
０
年
間
に
わ
た
り
明
智
一
族
の

居
城
で
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
自
然
の
地

形
を
利
用
し
た
典
型
的
な
中
世
の
山
城
で

す
。
標
高
１
７
０
ｍ
の
低
い
丘
陵
頂
部
の

平
坦
地
を
本
丸
と
し
、
尾
根
続
き
の
丘
陵

支
脈
頂
部
に
出
丸
や
見
張
台
が
設
け
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

2広報かに  2018.6

ん一家

おーい、次の次の大河
ドラマは「麒麟がく
る」というのになったそ
うだぞ。楽しみだなぁ。

え!? キリン？？？
大河ドラマなのに、動
物が主人公っていう
のも変わってるねぇ。

首の長い動物のキリン
じゃないよ。「麒麟」って
あのビールに描かれて
いるもののことだよね。

それはそうなんだけど、麒麟っていうのは・・・・・
きりん【麒麟】とは（広辞苑引用）

①中国で聖人の出る前に現れると称する想像上の動物。形は鹿に似て大きく、尾は牛に、

蹄は馬に似、背毛は五彩で毛は黄色。頭上に肉に包まれた角がある。生草を踏まず

生物を食わないという。一角獣。

②最も傑出した人物のたとえ。

③ウシ目キリン科の哺乳類。

麒麟は徳のある人のところに来るといわれるから、「もしかすると」光秀は
自分のところに麒麟がくると信じ、天下を取ろうとしたのかもしれないね。
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明智城があったことを刻む石碑

麒麟がくる！？

　

歴
史
人
物
画
家
、
日
本
画
家
。
山
口
県
生
ま
れ
。
幼
少
よ
り
絵
画

に
親
し
み
画
家
を
目
指
す
。
父
の
葬
儀
の
際
に
「
一
族
が
明
智
光
秀

の
血
脈
で
あ
る
」
と
自
身
の
ル
ー
ツ
を
教
え
ら
れ
、
驚
き
と
衝
撃
を

受
け
る
。
以
後
、
光
秀
の
三
女 

玉
子
（
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
）
の
こ
と

が
胸
の
奥
に
あ
っ
た
。
画
家
と
し
て
の
記
念
す
べ
き
一
作
目
は
鎮
魂

の
意
も
込
め
て
描
か
れ
た
「
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
」
。
そ
の
後
は
作
品
に

描
か
れ
た
人
物
に
ゆ
か
り
の
地
や
人
と
の
縁
が
つ
な
が
り
、
内
田
さ

ん
の
作
品
は
各
地
で
収
蔵
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。

【
主
な
経
歴
】

昭
和
61
年　

新
興
美
術
展
に「
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
」を
出
品
。以
後
平
成
21
年
ま

で
毎
年
出
品

平
成
２
年　

国
際
美
術
展
カ
ナ
ダ
展
、
パ
リ
国
際
サ
ロ
ン
、
日
本
現
代
絵

画
代
表
作
家
展（
パ
リ
）に
出
品
。
'90
国
際
芸
術
文
化
賞
受
賞

平
成
４
年　

新
興
展
に
出
品
。
京
都
府
知
事
賞
受
賞

平
成
10
年　

新
興
展
、
東
京
都
知
事
賞
受
賞

平
成
14
年　

可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
に
「
時
を
超
え 

桔

花
ゆ
か
し 

可
児
の
里
（
明
智
一
族
絵
物
語
）
」
を
寄
贈

・
元
新
興
美
術
院
参
与

・
黒
岩
重
吾
著
「
女
龍
王
」
や
産
経
新
聞
の
挿
絵
な
ど

【
主
な
収
蔵
先
】

赤
間
神
宮
、
上
智
大
学
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
姫
路
文
学
館
、

防
府
天
満
宮
、
松
陰
神
社
、
山
口
県
立
萩
高
校
、
明
倫
学
舎
な
ど

　

今
月
号
の
表
紙
の
絵
に
見
覚
え
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
実
は
、
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
の
放
送
が
決
定
し
た

直
後
の
広
報
か
に
の
特
集
ペ
ー
ジ
で
掲

載
し
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
に
描
か
れ
た
こ
の
絵
は
、

そ
の
年
に
開
館
し
た
文
化
創
造
セ
ン

タ
ー
・
ア
ー
ラ
へ
寄
贈
さ
れ
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
枚
の
キ
ャ
ン
バ
ス
を
連
ね
て
描
か
れ

た
縦
１
７
１
㎝
、
横
３
６
０
㎝
の
大
作

で
す
。

　

明
智
光
秀
公
の
生
誕
地
が
可
児
市
で
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
の
は
、１
９
９
２
年
に
銀
座
で
個
展
開
催
の

折
、「
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
」と「
巴

と
も
え
」の
作
品
が
産
経
新
聞
に

大
き
く
掲
載
さ
れ
、そ
れ
を
ご
覧
に
な
っ
た
「
巴
」
ゆ
か

り
の
御
方
が
そ
の
生
誕
地
で
あ
る
木
曽
の「
義よ

し
な
か
や
か
た

仲
館
」に

作
品
を
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、長
野
県
和
田
村（
現
長
和

町
）の
当
時
の
文
化
財
調
査
委
員
長
を
紹
介
さ
れ
、ご

挨
拶
に
参
り
ま
し
た
。そ
の
数
日
前
に
は
可
児
市
明
智

城
址
保
存
会
の
方
々
が
和
田
村
を
訪
問
し
て
お
ら
れ
、

私
が
ガ
ラ
シ
ャ
像
を
描
い
た
事
情
を
そ
の
時
お
知
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、明
智
光
秀
公
第
４
１
７
回
忌
法

要
に
招
か
れ
、そ
れ
が
土
岐
明
智
一
族
と
の
出
会
い
の
は

じ
ま
り
と
な
り
、文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
開
館
時
に
作
品

を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
は
そ
の
時
、ご
先

祖
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
よ
う
な
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
次
々
に
ご
縁
の
あ
る
方
々
に
お
会
い
し
て
、

今
で
は
先
祖
の
故
郷
に
導
か
れ
た
こ
と
と
思
い
、大
河
ド

ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」ま
で
、元
気
に
生
き
て
参
り
ま
し

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
、今
後
の
可
児
市
の
ご
発
展

へ
の
祈
り
を
込
め
て
、明
智
二
作
品
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
若
い
方
々
に
も
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
日
本

の
歴
史
上
の
人
物
た
ち
に
興
味
を
持
つ
と
同
時
に
、日

本
人
の
精
神
文
化
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

可
児
市
と
の
ご
縁
と
不
思
議
な
出
会
い

作
品
紹
介

　

明
智
光
秀
の
妻 

煕
子
と
そ
の
子
ど
も
た

ち
を
描
い
た
作
品
で
す
。
煕
子
が
抱
く
の
は

幼
き
日
の
ガ
ラ
シ
ャ
で
す
。

│ 

絵
画
内
の
句 

│

桔
梗
花
の　

ひ
め
た
る
お
も
ひ　

偲
び
つ
つ

　

子
ら
と
と
も
に　

我
が
道
を
往
く

内
田
青
虹
さ
ん
よ
り

　

こ
の
作
品
に
は
、
煕
子
夫
人
の
姿
を
婦
女

の
鑑
と
し
て
生
き
て
往
き
た
い
と
い
う
思
い

を
込
め
描
き
ま
し
た
。

　

浪
人
中
の
夫 

光
秀
と
の
困
窮
生
活
の
中

で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
妻 

煕
子
の

当
時
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
、
自
分
自
身
の
娘

た
ち
を
育
て
た
時
代
を
思
い
出
し
、
私
自
身

の
生
き
る
道
し
る
べ
に
な
り
ま
し
た
。

◀◀◀過去にも広報かにで掲載

おうちでミュージアム

内田さんの絵画作品と明智光秀肖像画（複製）を鑑賞

明智光秀博覧会

広報かに平成30年６月号

歴史人物画家

内
うち

田
だ

 青
せい

虹
こう

  さん

明智光秀肖像画
（原資料：大阪府岸和田市本徳寺所蔵）

桔 紋物語　2015年
縦 90.9cm×横 72.7cm
（画像提供 美術年鑑社）

動画で今回の展示が楽しめます。
文化財課職員の解説付き！
ぜひご覧ください。

今回、寄贈していただいた絵画
作品２点と本徳寺所蔵の明智光
秀肖像画の複製を展示していま
す。

場所　明智光秀博覧会 2020
　　　in 可児市
　　　（花フェスタ記念公園 花のミュージアム内）

展示期間　令和３年１月11日まで

※新型コロナウイルス感染症の影響で予定が変更とな
る場合があります。

かにチャンネル

可児市 検 索

4広報かに  2020.75 広報かに  2020.7


